
広域的な流域管理に関するシンポジウムの開催について 

平成 28 年 12 月 22 日 

本部事務局 地方分権対策課 

１ 開催目的 

流域関連分野において各方面で活躍する有識者を招き、それぞれの知見を持ち寄り、デ

ィスカッションを通じて、琵琶湖・淀川流域において関西広域連合が優先して取り組んで

いくべき具体的な課題を絞り込んでいく。あわせて、琵琶湖・淀川流域対策に係る研究会

報告書への理解を深めていく。

（検討課題の絞り込み例）

①水害リスク分布に基づく広域的な相互扶助制度(リスクファイナンス)の実現可能性 

②便益の帰着構造に基づく広域的な水源保全制度の実現可能性 

③大阪湾漂着ごみ削減のための広域的な発生源抑制の枠組みの実現可能性

２ 日時・場所 

【日時】平成 29 年２月 27 日(月) 午後１時～５時１５分  

【場所】大阪国際会議場 12 階 1202 会議室 

３ プログラム(案) 

(1) 開会あいさつ   

中川  博次  京都大学名誉教授，琵琶湖・淀川流域対策に係る研究会 座長

(2) 基調講演 「日本文明と関西とエネルギー」（仮題） 

竹村公太郎 元国土交通省河川局長， 

  特定非営利活動法人 日本水フォーラム代表理事

公益財団法人 リバーフロント研究所 研究参与

(3) 琵琶湖・淀川流域対策に係る研究会 報告書 概要説明 

(4) パネルディスカッション － “今、優先して取り組む課題を考える“

（モデレーター）中村  正久  滋賀大学 環境総合研究センター 特別招聘教授 

      琵琶湖・淀川流域対策に係る研究会 副座長 

（アドバイザー）竹村公太郎  元国土交通省河川局長， 

      特定非営利活動法人 日本水フォーラム代表理事 

      公益財団法人 リバーフロント研究所 研究参与 

（パネリスト（五十音順）） 

小林健一郎  水文学        神戸大学工学部市民工学科 准教授 

佐藤  祐一  環境システム  滋賀県琵琶湖環境科学研究センター 主任研究員 

田中  賢治  水文学        京都大学防災研究所 水資源環境研究センター 准教授 

原田  禎夫  環境経済学    大阪商業大学経済学部 准教授  

三橋  弘宗  河川生態学    兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 講師 

山本佳世子  情報システム  電気通信大学大学院 情報理工学研究科 准教授
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